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の橋であったロンドン橋には、かつて「聖トマス礼拝堂」が橋の中ほどに建てられて¶た（橋と

ともに1209年に完成し、1553年に取り壊されて¶る）。このような、この世とあの世の結節点と

しての川と¶う考えは、この物語にも見ることができる。次の場面には、夜の暗¶川辺の情景と

そこに佇むリジーの心の内が示されて¶る。

The night was black and shrill, the river-side wilderness was melancholy. . . . And as the
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勿論、ヴィクトリア朝のロンドンには市癖ßｂ~ 詷 孅謳 紀にほとんどが取り壊された）、テム

ズ河にも新しいロンドン橋（19æほ暹斈 Ŵ 訐 ヶ詺 梡臋齃 臋 ト 桰

膨張し、かつてのロンドン（シティ）はその一部に過ぎないという変りようである。しかし、そ

れでßｂ~ 詺 癲 袪 臋 '87

られる。例えば、
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除される子供」という記号はディケンズ自身をも指し示している。12歳で家庭から言わば排除されるかのよ

うに靴墨工場へ働きに出されたディケンズも、やはり第三項の印を帯びた子供として看做すことができるの

ではないか。ジョンがそのとき国境を踏み越えて新しい世界に臨んだように、ディケンズは階級の境を越え、

下層の人々の世界へ参入せざるをえなかったのである。このことがディケンズの生涯の精神的外傷となった

ことは良く知られているが、同時にこの経験が彼の小説家人生に大いに資するところであったことも想像で

きる。あらゆる階級を知悉していることが小説家にとって極めて有益であることは明らかである。例えば、

エドマンドîウィルソン（Edmund Wilson）は、ディケンズが受け入れざるをえなかった功罪、つまり、あ

らゆる階級を見知ることのできる状況、そして疎外感、属すべき場所の欠如を指摘している（42）。言い換え

れば、ディケンズも境界を流離う「潜在的放浪者」だということである。
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